
令和７年度 学校評価 目標設定 

 視点 
４年間の目標 
（令和６年度策定） 

１年間の目標 
取 組 の 内 容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

児童生徒一人ひと
りの発達段階や障
がいの状態に応じ
た学習課題の設
定、指導方法の工
夫、教材・教具の開
発を推進し、児童・
生徒が「すぐにわ
かった！」「自分で
できた！」を実感
できる授業を実践
する。 

 

授業において、
ICT 機器の１人１
台専用端末を積極
的に利活用し、学
びのツールとして
有効な実践例を積
み重ねる。 

①児童・生徒の実態を
ふまえて学習課題を
設定し、指導方法の工
夫により「すぐにわか
った！」「自分ででき
た！」と実感できる授
業を実践する。 
 
 
 
 
 
 
②学校の授業、家庭で
の活用を推進し、学び
のツールとしてタブ
レット端末の活用の
幅を広げる。 

①発達段階や個々の
障害の状況について
アセスメントを行
い、共有する。 
校内研究、サポート
プログラム等を活用
して「すぐにわかっ
た！」「自分ででき
た！」と実感できる
授業を実践する。 
 
 
 

②学校の各授業で実
践を行い、共有する。
クラスルームを活用
し、休業期間等に行
事の学習や教科学習
の振り返り、課題の
提出等を実施する。 

①児童生徒のアセス
メント結果を共有す
ることができたか。
校内研究、サポート
プログラム等で得た
内容を取り入れて
「 す ぐ に わ か っ
た！」「自分ででき
た！」と実感できる
授業を実践すること
ができたか。 
 

 

②学校での授業実践
を校内で共有するこ
とができたか。家庭
と連携し、実態に合
った課題設定により
自主的な学びにつな
げることができた
か。 

２ 
児童・生徒 
指導・支援 

児童・生徒一人ひ
とりが互いの人格
や多様性を尊重
し、自他を大切に
する心と互いにか
かわりながら生活
する力を育てる。 

①-1 授業や学校生活
を通して、互いの人格
や多様性を尊重し、自
他を大切にする心を
育てる。 
 
 
 
①-2 相手や自分を大
切にする意識を持ち、
SNS 等を有意義に活
用できるようにする。  

①-1 授業等で児童
生徒が自ら発表する
機会や、他者の発表
を見聞きして、意見
交換や感想を伝えあ
う機会を設定する。 
 
 
①-2 保護者・教員対
象に研修を設定し、
SNS 利用のリスクと
危機回避について具
体的に学ぶ。また、日
常生活の指導等でマ
ナーを守り相手を思
いやる行動について
考える機会を設定す
る。 

①-1 授業等で児童
生徒が自ら発表する
ことができたか。ま
た、他者の話を聞く
など相手を尊重する
行動につながった
か。 
 
①-2 研修会の内容を
ふまえて、日常生活
の指導等でマナーを
守り、相手を思いや
る行動について考え
る授業を実施するこ
とができたか。 

３ 
進路指導・ 
支援 

成功体験を積み上
げる教育活動によ
り自信や意欲を高
めて、将来の自立
と社会参加や、自
分らしい生き方を
見つけるための支
援を行う。 

①-1 一人で、あるいは
仲間と協力して活動
に取り組み、成功体験
を積み重ねて自信や
意欲を高める。 
 
 
①-2 保護者向けの学
習会や見学会を実施
し、児童生徒が卒後の
自立と社会参加のイ
メージを持てるよう、
指導・支援を行う。 

①-1児童生徒がそれ
ぞれの役割を果た
し、仲間と協力をし
ながら進める教育活
動を計画し実践す
る。 
 
①-2 小中学部段階か
ら、教育部門や学部
ごとに施設見学会を
実施し、保護者や児
童生徒が、直接先輩
や施設職員の話を聞
く機会を設ける。 

①-1 一人で、あるい
は協力して取り組む
こと役割を果たすこ
とにより、自信や意
欲を高めることがで
きたか。 
 
①-2 各学部のニーズ
に合わせた説明会や
見学会等を実施し、
児童生徒が、将来の
自立と社会参加のイ
メージを持つことに
つながる指導・支援
を行うことができた
か。 



 視点 ４年間の目標 
（令和６年度策定） 

１年間の目標 
取 組 の 内 容 

具体的な方策 評価の観点 

４ 
地域等との
協働 

地域社会を実践的
な学びの場ととら
えて、日々の学習
で培った力を地域
社会への貢献活動
として発揮するな
どの取組を教育課
程に位置付けて実
践する。 

 

地域に開いた学校
行事を、地域と連
携・協働して企画
する行事に発展さ
せ、継続する。 

①-1 地域社会で学ぶ
内容を教育課程に位
置付けて、地域のこと
を知り、清掃等の貢献
活動により自己有用
感を高める。 
 
 
 
 
②地域の協力を得て
イベント等を実施し、
交流を深めるととも
に学習の成果を発信
し、地域と学校との相
互理解をすすめる。 

①-1 児童・生徒の地
域活動として清掃活
動、施設の活用等に
取り組み、ＨＰ等で
発信する。 
近隣大学との授業等
の連携について模索
し、実施につなげる。 
 
 
②20 周年記念事業で
近隣の関係機関等と
の協働活動に取り組
み、一緒に楽しむイ
ベントを実施する。 

①-1 地域社会で学ぶ
内容を教育課程に位
置付けて実施し、児
童生徒の自己有用感
を高めるとともに、
活動内容を地域の方
や保護者に向けて発
信することができた
か。 
 
②地域の協力により
イベントを実施し、
交流を深めるととも
に児童・生徒の活動
の成果を発信し、地
域との相互理解を進
めることができた
か。 
 

５ 
学校管理 
学校運営 

「児童・生徒への
丁寧なかかわりの
スタンダード」を
活用し、児童・生徒
が安心して学ぶこ
とができる学校に
するとともに、取
組の好事例を共有
する仕組みを構築
して、短期間で内
容の充実・更新を
図る。  

 

災害時や非常時に
備えて、関係機関
と協力して訓練・
研修等に取り組
み、児童・生徒が安
全に学ぶことがで
きる環境を整え
る。 

 

①「児童・生徒への丁
寧なかかわりのスタ
ンダード」について、
職員同士や、職員と保
護者とで話題にして
みんなで考えること
により意識向上を図
り、児童生徒への指導
につなげる。 
 
 
 
 
②災害時、非常時の対
応を整備し、緊急時に
適切な対応ができる
ように備える。また、
スクールバスの運営
の円滑化を図る。 
 

①「児童・生徒への丁
寧なかかわりのスタ
ンダード」について
職員間で話題にする
時間や、職員と保護
者とで話題にする時
間を設定する。 
 
 
 
 
 
 
②避難訓練や引き渡
し訓練実施後振り返
りを行い、改善点を
計画に反映する。校
内危険個所を共有す
る。スクールバス
GPS の保護者利用を
進める。 
 
 

①「児童・生徒への丁
寧なかかわりのスタ
ンダード」について、
職員同士や、職員と
保護者とで話題にし
てみんなで考えるこ
とにより意識向上を
図ることができた
か。 
 
 
 
 
②訓練の内容をブラ
ッシュアップするこ
とができたか。校内
の安全環境が改善さ
れたか。GPS を活用
したスクールバス運
行情報システムの保
護者利用を進めて安
全な運行につなげる
ことができたか。 
 

 


